
 切木小学校 学校だより 第１４号            令和４年１１月１８日 

 

 

 

 
  

古竹さん、川添さん 

ありがとうございます 
切木小学校の玄関は、いつもきれい

な花でいっぱいです。秋になり、コキ

アも真っ赤に色づいてとてもきれいで

す。そして、玄関から校舎に入ると、 

柿やレモン、万両など秋の盆栽が飾られ 

ています。そのお陰で、子供たちは季節を感じることができま

す。しかし、なぜこんなに花や盆栽があるのかを子供たちは知

っているのか…？そんな私の疑問から、１１月の全校朝会では、

古竹さんと川添さんの紹介をすることにしました。古竹さんは、

いつも学校に花を飾り、土日には水をまくなどの手入れに来て

くださっています。川添さんは、子供たちが秋を感じることが

できるようにと実のなる盆栽を持ってきてくださり、週に２回手入れに来てくださいます。

そこで、子供たちに問いかけました。「学校からお金を払っているわけでもないのにどうし

てこんなによくしてくださるのでしょう」子供たちからは「お花が好きだから？」「学校を

きれいにしたいから？」などの声が聞かれました。古竹さんは「学校や地域に恩返しがした

いと思ってはじめました。また、きれいな花があると学校に通ってくる子供たちが、学校に

来るのが楽しみになるんじゃないかなと思って花を持ってきています。」と話されました。

古竹さんや川添さんの地域や子供たちを思う気持ちが、

きっと伝わったことでしょう。 

清掃ボランティア 
１１月５日（土）肥前町ボランティア連絡協議会主催

の清掃ボランティアに、希望をしてくださった保護者の

方や子供たち、学校職員が参加をしました。中学生の姿

もありうれしく思いました。４つの班に分かれて作業を

しました。地区によってはポイ捨てのごみが減っているところもありました。手の届かない

遠くの方や山の中にもごみがありました。コロナ感染防止の関係で、

今年度、第 1 回目の活動までは見送っていましたので久しぶりの活

動でしたが、自分たちの住む地域を大事に思う気持ちが育つ大切な取

組だと感じました。ご参加くださった皆様、ありがとうございました。 

全校朝会で話をしてくださ
った古竹さん 

盆栽の手入れに来てくださ
っている川添さん 
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イルミネーション作り 

昨年に引き続き、今年度も前田

勝久さんのご協力の下、イルミネ

ーション作りに取り組んでいます。

１年生は、初めての取組といくこ

とで、６年生が作り方を教えたり

手伝ったりしました。何とも微笑

ましい姿でした。１年生は事前に

どんな形にするか計画書を作成し

ていたので、作業はとてもスムー

ズで、上手に出来上がりました。

今年度は先生方も作ります。私の

ミッションは「切木小」の文字の 

部分です。初めての経験で、点灯

されるのがとても楽しみです。 

 

 

 

 

切木小学校の思いでづくりをしよう（第３回代表委員会の議題） 

学校だより１２号で、代表委員会の議題集めのことを紹介していまし

た。今回の代表委員会は集まった議題の中から２つのことを柱として話

し合いました。提案理由を紹介します。 

 

 

 

子供たちの意識の中にも統合のことがあるのだ 

と感じました。決まったことは、①縦割り班で協 

力して工作を作る（まだ何を作るかは決まってい 

ません）。と②木や花を植える。となりました。 

詳細については運営委員が計画を立てます。提案 

理由にあるように子供たちの心に残る活動になる 

ことを期待しています。 

       左のQRコ
ードから、切
木小ホームペ
ージにアクセ
スできます。 

点灯式は 

12月９日（金）18:00 
からです。コロナ感染対策をした

上で、多くの方にご参加いただけ

ることを楽しみにしています。 

６年生に手伝ってもらっている１年
生。頼りになるお兄さんお姉さんです。 

1人ずつ自分の作品
の紹介をしました。 

今月の生活目標は「はきものをそろえよう」
です。６年生の川添侑人さんが児童集会で、
「トイレのスリッパなど、誰も見ていないか
らいいや、とか自分が並べなくても、誰かが
並べてくれるだろうとか思っていませんか」
と投げかけていました。とても大切なことだ
と思いました。ご家庭でも声を掛けてくださ
ると有難いです。 

議題箱の提案に対して、全校からたくさんの意見が集まりました。その中で一番多かった意見は「全
校みんなが仲良くなれるような活動をしたい」という内容でした。また、「数年後に切木小学校は統合
されて閉校するかもしれないので、今のうちに心に残る思い出をつくりたい」という意見もありまし
た。そこで、この二つの意見を取り上げて、このような議題で話し合うことにしました。 

＜学校教育目標＞  

自ら気付き 考え 実行する 


